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平成28年度科学技術分野の文部科学大臣表彰を受賞！
～科学研究・発明工夫展への出展や科学の甲子園ジュニアの取組が評価されて～

４月20日（水），文部科学省３階講堂において，平
成28年度科学技術分野の文部科学大臣表彰創意工夫育
成功労学校賞を受賞しました。これは，平成24～26年
度の３年間における「科学の甲子園ジュニア茨城県大
会予選」への１・２年生全員参加や茨城県児童生徒科
学研究作品展，発明工夫展での入賞等，生徒の探究意
欲を高めるとともに，科学的に探究する方法や態度を
養うための創意工夫ある教育実践の功績が認められた
ものです。

今後も「科学技術創造立県いばらき」の将来を担う
科学好きの生徒の育成に向け，尽力してまいりますの
でご支援をお願いいたします。 表彰状を手にもつ田嶋校長

平成28年度 第１学期学級委員認証式
～進んで学習する生徒，思いやりのある生徒，心身ともにたくましい生徒になろう～

４月12日（火）に，第１学期学級委員の認証式があり，16名の学級委員が認証されま
した。三和東中学校の伝統を引き継ぎ，「進んで学習する」，「思いやりのある」，「心身
ともにたくましい）」の目指す生徒像の達成に向けて，居心地のよい学級づくりに取り
組んでくれることを期待しています。

【１学期学級委員】（敬称略）
１ 組 ２ 組 ３ 組

１年 石丸 航大 原本 理夢 池田 彩乃 大谷 海王
２年 上野 樹 大谷ひなは 染野 創太 角田 彩恵 石山 陽一 沼尻茉莉愛
３年 大里 大也 栃木 芽衣 森 健裕 海老原彩音 鶴見 凌也 大谷 海夢

三和東中学校の生徒の仲間入り
～学校紹介を兼ねた対面式を行いました～

４月７日（木）に，生徒会企画による対面式が
行われました。２，３年生から校歌や学校紹介を
受けた１年生は，これから本格的に始まる学校生
活に期待を膨らませていました。今年度の対面式
では，学年や学級の枠を越えた仲間づくり活動が
多く取り入れられました。多くの生徒とコミュニ
ケーションを交わした１年生からは，「三和東中学
校に入学してよかった」，「学校のことがよくわか
った」等の感想が聞かれました。１年生が教科担
任制や部活動等の小学校とは違う環境に順応して
くれることを期待しています。
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生徒会活動始まる！
～居心地のよい三和東中学校を目指して～

Keep the challenge
～未来への挑戦～

４月11日（月）に，今年度第１回目となる
専門委員会が開催され，生徒会活動がスター
トしました。平成28年度の生徒会本部役員は，
塚原麻結会長（３年２組），塚原孝太副会長
（３年１組），工藤桃菜副会長（２年２組），
福島零央書記（３年３組），福嶋亜依莉書記
（２年３組），染野朱音会計（３年１組），飯
田優稀会計（２年１組）のメンバーで組織さ
れています。

今年度の生徒会のスローガンは，「keep th
e challenge～未来への挑戦～」です。「あき
らめずに，自分の夢の実現に向けて挑戦し続
けること」を意味しています。一人一人の生徒が高い向上心をもって諸活動に取り組んで
くれることを期待しています。各専門委員長には，次の生徒が選出されました。

居心地のよい学校を作るために主体的な活動を展開してくれることを期待しています。
ご家庭においてもご支援とご協力をお願いします。

※５月７日（土）に授業参観，ＰＴＡ総会を開催します。ご来校をお待ちしています。
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【平成28年度各専門委員会】 ※敬称略
委員会名 委員長名 年 組 委員会からのお願い 写 真
体 育 千葉 愁斗 ３ ３ 体育の準備運動に意欲的に取り組んでください。 左から１人目
放 送 栗崎 乃愛 ３ １ 大切な放送がある時は静かに聞いてください。 左から２人目
保 健 福島 琴絵 ３ ３ 手洗い，うがい，歯磨きをしましょう。 左から３人目
整 備 森田くらら ３ １ 清掃用具や荷物を整理して大切に使いましょう。 左から４人目
図 書 大谷 海夢 ３ ３ 図書室にはたくさんの本があります。利用しましょう。 左から５人目
生 活 森 健裕 ３ ２ あいさつをしっかりしましょう。 左から６人目
給 食 円谷 咲良 ３ ２ 健康のために給食を残さず食べましょう。 左から７人目
交 通 高谷 千尋 ３ １ 自転車をきちんと並べてください。 左から８人目
美 化 宮川 龍牙 ３ ３ 掲示物を大切に扱ってください。 左から９人目

「わかる授業」の展開を～教職員のＩＣＴ機器活用研修を通して～

クロームブックを授業の中で効果的に活用するための実証研
究が始まっています。学校には各企業から，クロームブック（ノ
ート型パソコン）65台，充電カート２台，プロジェクター８台，
スクリーン８台，全教室のwi-fi環境設備の提供がありました。
これらのＩＣＴ機器を授業の中で効果的に活用するため，教職
員研修が始まっています。この成果は，授業参観等で保護者や
地域の皆様にご披露していきます。ご期待ください。 ICT機器活用研修の様子

１日を気持ちのよいあいさつで始めようとする願いを込めて，生徒会本部役員による「朝のあいさ
つ運動」が展開されています。「おはようございます」という元気なあいさつが交わされる場面を多
く見かけるようになりました。さらに，学校中に「あいさつの輪」が広がることを願っています。


